
 
政
令
第
三
百
四
十
七
号

 

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
三
十
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
国
民
健
康

保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
第
三
十
五
条
、
第
七
十
三
条
第
六
項
及
び
同
条
第
七
項
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
並
び
に
同
法
第
八
十
一
条
並
び
に
第
八
十
一
条
の
二
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
同
法
附
則
第
七
条

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
七
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二

百
二
十
六
号
）
第
七
百
三
条
の
五
第
二
項
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
百

二
十
一
条
第
二
項
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
四
十
七
号
）
附
則
第
四
十

 

七
条
第
四
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
国
民
健
康
保
険
法
を
実
施
す
る
た
め
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

 

（
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

 

第
一
条　

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三
百
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
第
一
項
各
号
及
び
第
二
項
各
号
並
び
に
第
二
十
条
第
三
項
中
「
第
七
十
三
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
六

 

項
」
を
加
え
る
。



 

第
二
十
九
条
の
七
第
二
項
第
一
号
イ
⑶
中
「
第
八
十
一
条
の
二
第
五
項
」
を
「
第
八
十
一
条
の
二
第
六
項
」
に
改
め
、
同

号
イ
⑷
中
「
第
八
十
一
条
の
二
第
十
項
第
二
号
」
を
「
第
八
十
一
条
の
二
第
十
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
第
六

号
中
「
世
帯
に
六
歳
」
を
「
世
帯
に
十
八
歳
」
に
、
「
被
保
険
者
が
」
を
「
被
保
険
者
（
以
下
こ
の
号
及
び
第
十
号
に
お
い

て
「
十
八
歳
未
満
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
が
」
に
、
「
六
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
以
前
で
あ
る
被

保
険
者
に
」
を
「
十
八
歳
未
満
被
保
険
者
に
」
に
改
め
、
「
前
項
」
の
下
に
「
（
同
項
第
六
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
」

を
加
え
、
同
項
第
十
号
中
「
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
以
前
で
あ
る
被
保
険
者
（
以
下
こ
の
号
に

 

お
い
て
「
十
八
歳
未
満
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
」
を
「
十
八
歳
未
満
被
保
険
者
」
に
改
め
る
。

 
    

附
則
第
一
条
の
三
第
一
項
の
表
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
項
、
第
十
九
条
第
一
項
第
二
号
の
項
、
第
十
九
条
第
二
項
第
一

 

号
の
項
、
第
十
九
条
第
二
項
第
二
号
の
項
及
び
第
二
十
条
第
三
項
の
項
中

 

第
七
十
三
条
第
一
項

附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
法
第
七
十
三
条
第
一
項
　
　
　
　

を

 
 

 

第
七
十
三
条
第
一
項
又
は
第
六
項

附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
法
第
七
十
三
条
第
一
項

 

に
改
め
る
。

又
は
同
条
第
六
項   

 

（
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
金
等
の
算
定
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）



第
二
条　

国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
金
等
の
算
定
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

 
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
第
一
号
ハ
中
「
第
五
項
第
三
号
ホ
⑴
」
を
「
以
下
こ
の
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
四
項
」
の
下

に
「
、
第
十
項
第
二
号
及
び
第
十
四
項
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
第
五
項
」
の
下
に
「
、
第
十
項
第
三
号
及
び
第
十
五

項
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
第
一
号
中
「
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
て
」
を
「
申
出
を
し
て
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中

「
及
び
第
二
項
」
を
「
、
第
二
項
及
び
第
十
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
第
七
十
三
条
第
四
項
」
の
下
に
「
（
同
条
第

七
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
十
二
項
中
「
第
十
項
」
を
「
第
十
六
項
」

に
、
「
、
第
八
項
及
び
第
九
項
」
を
「
及
び
第
八
項
か
ら
第
十
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
八
項
と
し
、
同
条
中

 

第
十
一
項
を
第
十
七
項
と
し
、
第
十
項
を
第
十
六
項
と
し
、
第
九
項
の
次
に
次
の
六
項
を
加
え
る
。

　

法
第
七
十
三
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
毎
年
度
国
が
組
合
に
対
し
て
補
助
す
る
額
は
、
各
組
合
に
つ
き
、
当
該
年
度
に

10

 

お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
と
す
る
。

一　

第
一
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
に
当
該
組
合
の
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
組
合
被
保
険
者
一
人
当

 

た
り
所
得
額
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額



 

イ　

二
百
八
十
万
円
未
満　

百
分
の
十
二

 

ロ　

二
百
八
十
万
円
以
上　

百
分
の
十

 

二　

特
定
給
付
額
に
第
十
四
項
に
規
定
す
る
特
定
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

 

三　

特
定
納
付
費
用
額
に
第
十
五
項
に
規
定
す
る
特
定
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

 

　

法
第
七
十
三
条
第
六
項
第
一
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

11

 

一　

当
該
年
度
に
お
け
る
組
合
被
保
険
者
一
人
当
た
り
所
得
額
が
二
百
七
十
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二　

当
該
年
度
に
お
け
る
組
合
被
保
険
者
一
人
当
た
り
負
担
率
（
当
該
年
度
の
前
々
年
度
に
お
け
る
組
合
の
被
保
険
者
一

人
当
た
り
の
法
第
七
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
保
険
料
の
額
（
同
項
に
規
定
す
る
国
民
健
康
保
険
事
業
に
要
す
る
費

用
の
う
ち
介
護
納
付
金
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
を
控
除
し
た
も
の
に
充
て
ら
れ
る

保
険
料
の
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
に
限
る
。
）
を
、
基
準
と
な
る
年
度
と
し

て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
年
度
に
お
け
る
当
該
組
合
の
組
合
被
保
険
者
一
人
当
た
り
所
得
額
で
除
し
て
得
た
割
合
を

い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
、
組
合
被
保
険
者
一
人
当
た
り
負
担
率
の
数
値
が
最
も
小
さ
い
組
合
か
ら

 

順
次
に
数
え
て
全
て
の
組
合
の
順
位
の
百
分
の
二
十
五
に
相
当
す
る
順
位
よ
り
下
位
の
順
位
で
あ
る
こ
と
。



　

法
第
七
十
三
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
当
該
年
度
の
前
々
年
度
及
び
そ
の
直
前
の
一
箇

12
年
度
に
お
け
る
組
合
被
保
険
者
一
人
当
た
り
積
立
金
額
（
当
該
組
合
の
被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
令
第
十
九
条
第
一
項
に

規
定
す
る
特
別
積
立
金
の
額
並
び
に
令
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
付
費
等
支
払
準
備
金
及
び
同
条
第
二
項
に
規
定

す
る
準
備
金
の
額
の
合
算
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び

附
則
第
十
六
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
、
当
該
前
々
年
度
及
び
そ
の
直
前
の
一
箇
年
度
に
お
け
る
全
て
の
組
合
ご
と
の
組

合
被
保
険
者
一
人
当
た
り
積
立
金
額
に
つ
い
て
そ
の
中
央
値
と
な
る
額
を
基
礎
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
以
上

 

で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

　

法
第
七
十
三
条
第
六
項
第
三
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
も
満
た
す

13

 

も
の
と
す
る
。

一　

当
該
年
度
の
前
々
年
度
の
三
月
に
お
け
る
当
該
組
合
の
後
発
医
薬
品
使
用
割
合
（
後
発
医
薬
品
（
医
薬
品
、
医
療
機

器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
十
四
条
又

は
第
十
九
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
製
造
販
売
の
承
認
を
受
け
た
医
薬
品
の
う
ち
、
同
法
第
十
四
条
の
四
第
一
項
各
号
に

掲
げ
る
医
薬
品
と
有
効
成
分
、
分
量
、
用
法
、
用
量
、
効
能
及
び
効
果
が
同
一
性
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
た
も
の
と
し



て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
の
使
用
の
割
合
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定

し
た
値
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
、
基
準
と
な
る
年
度
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
年
度
の

三
月
に
お
け
る
全
て
の
組
合
の
後
発
医
薬
品
使
用
割
合
の
平
均
の
値
を
基
礎
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
値
以
下

 

で
あ
る
こ
と
。

 

二　

当
該
組
合
が
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

イ　

当
該
年
度
の
直
前
の
三
箇
年
度
に
お
け
る
組
合
の
特
定
健
康
診
査
実
施
率
（
特
定
健
康
診
査
（
高
齢
者
医
療
確
保

法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
特
定
健
康
診
査
を
い
う
。
）
の
実
施
率
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
す
る
率
を
い
う
。
以
下
こ
の
イ
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
、
基
準
と
な
る
年
度
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
年
度
に
お
け
る
全
て
の
組
合
の
特
定
健
康
診
査
実
施
率
の
平
均
の
値
を
基
礎
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率

 

以
下
で
あ
る
こ
と
。

ロ　

当
該
年
度
の
直
前
の
三
箇
年
度
に
お
け
る
組
合
の
特
定
保
健
指
導
実
施
率
（
特
定
保
健
指
導
（
高
齢
者
医
療
確
保

法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
特
定
保
健
指
導
を
い
う
。
）
の
実
施
率
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
算
定
す
る
率
を
い
う
。
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
、
基
準
と
な
る
年
度
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定



め
る
年
度
に
お
け
る
全
て
の
組
合
の
特
定
保
健
指
導
実
施
率
の
平
均
の
値
を
基
礎
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

 

率
以
下
で
あ
る
こ
と
。

　

法
第
七
十
三
条
第
七
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
給
付
額
に
係
る
特
定
割
合

14
は
、
当
該
年
度
に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
特
定
給
付
額
の
部
分
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
と
す

 

る
。

 

一　

第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
特
定
給
付
額
の
部
分　

零 

二　

第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
特
定
給
付
額
の
部
分　

零

三　

前
二
号
に
掲
げ
る
部
分
以
外
の
特
定
給
付
額
の
部
分　

当
該
組
合
の
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
組
合
被
保
険
者
一
人

 

当
た
り
所
得
額
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
割
合

 

イ　

二
百
八
十
万
円
未
満　

百
分
の
十
二

 

ロ　

二
百
八
十
万
円
以
上　

百
分
の
十

　

法
第
七
十
三
条
第
七
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
納
付
費
用
額
に
係
る
特
定
割

15
合
は
、
当
該
年
度
に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
特
定
納
付
費
用
額
の
部
分
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合



 

と
す
る
。

 
一　

第
五
項
第
一
号
に
掲
げ
る
特
定
納
付
費
用
額
の
部
分　

零

二　

第
五
項
第
二
号
に
掲
げ
る
特
定
納
付
費
用
額
の
部
分　

当
該
組
合
の
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
組
合
被
保
険
者
一
人

 

当
た
り
所
得
額
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
割
合

 

イ　

二
百
八
十
万
円
未
満　

百
分
の
十
二

 

ロ　

二
百
八
十
万
円
以
上　

百
分
の
十

 

三　

第
五
項
第
三
号
に
掲
げ
る
特
定
納
付
費
用
額
の
部
分　

零

 

第
九
条
第
二
項
第
一
号
ニ
中
「
第
八
十
一
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
八
十
一
条
の
二
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
第
八
十
一
条
の
二
第
十
項
第
一
号
」
を
「
第
八
十
一
条
の
二
第
十
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
第
一
号
中
「
第
八
十
一
条
の
二
第
十
項
第
三
号
」
を
「
第
八
十
一
条
の
二
第
十
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二

 

号
中
「
第
八
十
一
条
の
二
第
十
項
第
二
号
」
を
「
第
八
十
一
条
の
二
第
十
一
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
三
項
第
一
号
ロ
中
「
第
八
十
一
条
の
二
第
五
項
」
を
「
第
八
十
一
条
の
二
第
六
項
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中

 

「
第
八
十
一
条
の
二
第
十
項
第
二
号
」
を
「
第
八
十
一
条
の
二
第
十
一
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。



 

第
十
六
条
第
三
号
中
「
第
八
十
一
条
の
二
第
十
項
第
四
号
」
を
「
第
八
十
一
条
の
二
第
十
一
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
第
一
項
中
「
同
条
第
十
項
第
四
号
」
を
「
同
条
第
十
一
項
第
四
号
」
に
、
「
第
八
十
一
条
の
二
第
十
項
第
五

 

号
」
を
「
第
八
十
一
条
の
二
第
十
一
項
第
五
号
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
二
号
中
「
第
八
十
一
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
八
十
一
条
の
二
第
四
項
」
に
、
「
同
条
第
七
項
」
を
「
同
条

 

第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
見
出
し
中
「
財
政
安
定
化
基
金
」
を
「
法
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
取
崩
し
を
し
た
場
合

に
お
け
る
財
政
安
定
化
基
金
」
に
改
め
、
同
条
中
「
規
定
に
よ
り
」
を
「
規
定
に
よ
る
」
に
、
「
を
取
り
崩
し
た
」
を
「
の

取
崩
し
を
し
た
」
に
、
「
当
該
取
り
崩
し
た
年
度
」
を
「
当
該
取
崩
し
を
し
た
年
度
」
に
、
「
そ
の
取
り
崩
し
た
額
」
を

 

「
当
該
取
崩
し
の
額
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
二
の
見
出
し
中
「
第
八
十
一
条
の
二
第
四
項
」
を
「
第
八
十
一
条
の
二
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項

中
「
第
八
十
一
条
の
二
第
四
項
」
を
「
第
八
十
一
条
の
二
第
五
項
」
に
、
「
財
政
安
定
化
基
金
」
を
「
当
該
年
度
に
お
け
る

財
政
安
定
化
基
金
の
う
ち
、
当
該
年
度
に
係
る
次
項
に
規
定
す
る
財
政
調
整
事
業
に
必
要
な
費
用
に
充
て
る
た
め
の
も
の
」

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
八
十
一
条
の
二
第
四
項
」
を
「
第
八
十
一
条
の
二
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第



八
十
一
条
の
二
第
七
項
」
を
「
第
八
十
一
条
の
二
第
八
項
」
に
、
「
前
条
」
を
「
第
二
十
一
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十

 
一
条
の
四
と
し
、
第
二
十
一
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

 

（
法
第
八
十
一
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
財
政
安
定
化
基
金
の
取
崩
し
）

第
二
十
一
条
の
二　

法
第
八
十
一
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
財
政
安
定
化
基
金
の
取
崩
し
及
び
当
該
都
道
府
県
の
国
民

健
康
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
へ
の
繰
入
れ
は
、
毎
年
度
、
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ

 

る
と
き
に
限
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一　

災
害
そ
の
他
特
別
の
事
情
に
よ
り
当
該
都
道
府
県
に
お
い
て
当
該
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
額
を
減

 

額
す
る
必
要
性
が
特
に
高
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

二　

前
号
に
掲
げ
る
と
き
の
ほ
か
、
法
第
八
十
二
条
の
二
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
当
該
都
道
府
県
内
の
市
町
村
に
お

け
る
保
険
料
の
標
準
的
な
算
定
方
法
及
び
そ
の
水
準
の
平
準
化
に
関
す
る
事
項
の
変
更
そ
の
他
の
国
民
健
康
保
険
事
業

の
運
営
に
関
す
る
事
項
の
変
更
（
当
該
都
道
府
県
に
お
い
て
安
定
的
な
財
政
運
営
の
た
め
に
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
し
た
と
き
に
お
い
て
、
当
該
繰
入
れ
を
行
わ
な
い
も
の
と
し
た
な
ら
ば
、
当
該
年
度
の
当

該
都
道
府
県
の
被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
額
又
は
当
該
都
道
府
県
内
の
市
町
村
の
被



保
険
者
一
人
当
た
り
の
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
額
が
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
年
度
の
前
年
度
の
当
該
都
道
府
県
の

被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
額
又
は
当
該
都
道
府
県
内
の
市
町
村
の
被
保
険
者
一
人
当

 
た
り
の
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
額
を
著
し
く
上
回
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
と
き
。

２　

法
第
八
十
一
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
取
り
崩
す
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
う
ち
い
ず
れ
か

 

少
な
い
額
の
範
囲
内
の
額
と
す
る
。

一　

当
該
年
度
の
前
年
度
の
末
日
に
お
け
る
当
該
都
道
府
県
の
財
政
安
定
化
基
金
の
残
高
の
額
（
当
該
年
度
に
お
い
て
第

二
十
一
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
財
政
調
整
事
業
を
実
施
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
残
高
の
額
か
ら
当
該
財
政

調
整
事
業
の
実
施
に
要
す
る
費
用
の
額
を
控
除
し
た
額
）
か
ら
、
当
該
取
崩
し
を
行
う
年
度
前
五
年
度
内
に
お
い
て
実

施
し
た
法
第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
資
金
の
貸
付
け
若
し
く
は
同
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
資

金
の
交
付
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
財
政
安
定
化
基
金
の
取
崩
し
に
係
る
費
用
の
額
を
合
算
し
た
額
を
控
除
し

 

た
額

 

二　

平
成
三
十
年
度
の
末
日
に
お
け
る
当
該
都
道
府
県
の
財
政
安
定
化
基
金
の
残
高
の
額
の
二
分
の
一
の
額

 

（
法
第
八
十
一
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
取
崩
し
を
し
た
場
合
に
お
け
る
財
政
安
定
化
基
金
へ
の
繰
入
れ
）



第
二
十
一
条
の
三　

都
道
府
県
は
、
法
第
八
十
一
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
財
政
安
定
化
基
金
の
取
崩
し
を
し
た
と
き

は
、
当
該
取
崩
し
を
し
た
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
七
年
後
の
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日
（
災
害
そ
の
他

特
別
の
事
情
に
よ
り
繰
入
れ
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
財
源
の
確
保
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
や
む
を
得
な
い

理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
取
崩
し
を
し
た
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
十
年
後
の
年
の
四
月

一
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日
）
ま
で
に
当
該
取
崩
し
の
額
に
相
当
す
る
額
を
財
政
安
定
化
基
金
に
繰
り
入
れ
な
け
れ
ば
な

 

ら
な
い
。

第
二
十
二
条
第
三
項
中
「
第
八
十
一
条
の
二
第
七
項
」
を
「
第
八
十
一
条
の
二
第
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第

 

八
十
一
条
の
二
第
八
項
」
を
「
第
八
十
一
条
の
二
第
九
項
」
に
、
「
同
条
第
七
項
」
を
「
同
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

 

第
三
十
条
中
「
第
五
条
第
十
項
及
び
第
十
一
項
」
を
「
第
五
条
第
十
六
項
及
び
第
十
七
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
条
中
「
間
」
と
」
の
下
に
「
、
同
条
第
十
項
中
「
当
該
年
度
に
お
け
る
次
の
」
と
あ
る
の
は
「
次
の
」
と
」
を

 

加
え
る
。

 

附
則
第
十
三
条
の
表
中
第
五
条
第
一
項
第
一
号
ハ
の
項
を
削
り
、
第
五
条
第
八
項
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

 
 

第
五
条
第
十
項
第
一
号

第
一
項
第
一
号
イ
及
び
ロ

第
一
項
第
一
号
イ
及
び
附
則
第
十
三
条



 

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
号

ロ

第
五
条
第
十
項
第
二
号

第
十
四
項

附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
ら
れ
た
第
十
四
項

第
五
条
第
十
項
第
三
号

第
十
五
項

附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
ら
れ
た
第
十
五
項

第
五
条
第
十
四
項

同
条
第
二
項

法
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
ら
れ
た
法
第
七
十
三
条
第
二
項

第
五
条
第
十
四
項
第
一
号

第
四
項
第
一
号

附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

 
 

え
ら
れ
た
第
四
項
第
一
号

第
五
条
第
十
四
項
第
二
号

第
四
項
第
二
号

附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

 
 

え
ら
れ
た
第
四
項
第
二
号

第
五
条
第
十
五
項

同
条
第
二
項

法
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

 
 



え
ら
れ
た
法
第
七
十
三
条
第
二
項

第
五
条
第
十
五
項
第
一
号

第
五
項
第
一
号

附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

 
 

え
ら
れ
た
第
五
項
第
一
号

第
五
条
第
十
五
項
第
二
号

第
五
項
第
二
号

附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

 
 

え
ら
れ
た
第
五
項
第
二
号

第
五
条
第
十
五
項
第
三
号

三　

第
五
項
第
三
号
に
掲
げ
る
特
定
納

三　

附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読

 

付
費
用
額
の
部
分　

零

み
替
え
ら
れ
た
第
五
項
第
三
号
に
掲

  
 

げ
る
特
定
納
付
費
用
額
の
部
分　

零

四　

前
三
号
に
掲
げ
る
部
分
以
外
の
特

定
納
付
費
用
額
の
部
分　

当
該
組
合

の
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
組
合
被

保
険
者
一
人
当
た
り
所
得
額
の
区
分

に
応
じ
、
当
該
イ
及
び
ロ
に
定
め
る



 

割
合

イ　

二
百
八
十
万
円
未
満　

千
分
の

 

百
二
十

ロ　

二
百
八
十
万
円
以
上　

千
分
の

百

 

附
則
第
十
五
条
の
表
第
五
条
第
四
項
第
一
号
の
項
中
「
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
て
」
を
「
申
出
を
し
て
」
に
改
め
、
同

 
  

表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

 

附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り

附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

附
則
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

 

読
み
替
え
ら
れ
た
第
五
条
第
十

え
ら
れ
た
同
号
ロ

え
ら
れ
た
附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ

項
第
一
号

り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
号
ロ

附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り

附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

附
則
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

読
み
替
え
ら
れ
た
第
五
条
第
十

え
ら
れ
た
第
十
四
項

え
ら
れ
た
附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ

項
第
二
号

り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
十
四
項



附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り

附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

附
則
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

読
み
替
え
ら
れ
た
第
五
条
第
十

え
ら
れ
た
第
十
五
項

え
ら
れ
た
附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ

項
第
三
号

り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
十
五
項

附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り

附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

附
則
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

読
み
替
え
ら
れ
た
第
五
条
第
十

え
ら
れ
た
第
四
項
第
一
号

え
ら
れ
た
附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ

四
項
第
一
号

り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
四
項
第
一
号

附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り

附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

附
則
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

読
み
替
え
ら
れ
た
第
五
条
第
十

え
ら
れ
た
第
四
項
第
二
号

え
ら
れ
た
附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ

四
項
第
二
号

り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
四
項
第
二
号

附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り

附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

附
則
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

読
み
替
え
ら
れ
た
第
五
条
第
十

え
ら
れ
た
第
五
項
第
一
号

え
ら
れ
た
附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ

五
項
第
一
号

り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
五
項
第
一
号

附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り

附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

附
則
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替



読
み
替
え
ら
れ
た
第
五
条
第
十

え
ら
れ
た
第
五
項
第
二
号

え
ら
れ
た
附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ

五
項
第
二
号

り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
五
項
第
二
号

附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り

附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

附
則
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

読
み
替
え
ら
れ
た
第
五
条
第
十

え
ら
れ
た
第
五
項
第
三
号

え
ら
れ
た
附
則
第
十
三
条
の
規
定
に
よ

五
項
第
三
号

り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
五
項
第
三
号

 

附
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

 

（
被
保
険
者
の
数
の
少
な
い
組
合
に
係
る
法
第
七
十
三
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
基
準
の
経
過
措
置
）

第
十
六
条　

令
和
九
年
度
か
ら
令
和
十
一
年
度
ま
で
の
間
、
令
和
七
年
度
の
一
月
当
た
り
の
平
均
的
な
被
保
険
者
の
数
が
三

千
人
未
満
の
組
合
に
係
る
法
第
七
十
三
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
第
五
条
第
十
二
項
の
規

 

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
年
度
の
組
合
被
保
険
者
一
人
当
た
り
積
立
金
額
が
二
百
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

２　

令
和
十
二
年
度
か
ら
令
和
十
四
年
度
ま
で
の
間
、
令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
一
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
他

の
組
合
と
の
合
併
に
係
る
法
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
議
決
に
必
要
な
手
続
を
開
始
し
た
組
合
で
あ
つ
て
当
該
手

続
を
開
始
し
た
日
の
属
す
る
月
の
前
十
二
月
間
の
一
月
当
た
り
の
平
均
的
な
被
保
険
者
の
数
が
三
千
人
未
満
で
あ
る
も
の



に
係
る
法
第
七
十
三
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
第
五
条
第
十
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

 
ず
、
当
該
年
度
の
組
合
被
保
険
者
一
人
当
た
り
積
立
金
額
が
二
百
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
中
「
百
五
十
万
円
」
を
「
百
八
十
万
円
」
に
、
「
百
六
十
万
円
」
を
「
百
九
十
万
円
」
に
、

「
百
七
十
万
円
」
を
「
二
百
万
円
」
に
、
「
百
八
十
万
円
」
を
「
二
百
十
万
円
」
に
、
「
百
九
十
万
円
」
を
「
二
百
二
十
万

円
」
に
、
「
二
百
万
円
」
を
「
二
百
三
十
万
円
」
に
、
「
二
百
十
万
円
」
を
「
二
百
四
十
万
円
」
に
、
「
二
百
二
十
万
円
」

を
「
二
百
五
十
万
円
」
に
、
「
二
百
三
十
万
円
」
を
「
二
百
六
十
万
円
」
に
、
「
二
百
四
十
万
円
」
を
「
二
百
七
十
万
円
」

 

に
改
め
る
。

別
表
第
三
中
「
、
第
十
六
条
及
び
第
十
七
条
」
を
削
り
、
「
百
五
十
万
円
」
を
「
百
八
十
万
円
」
に
、
「
百
六
十
万
円
」

を
「
百
九
十
万
円
」
に
、
「
百
七
十
万
円
」
を
「
二
百
万
円
」
に
、
「
百
八
十
万
円
」
を
「
二
百
十
万
円
」
に
、
「
百
九
十

万
円
」
を
「
二
百
二
十
万
円
」
に
、
「
二
百
万
円
」
を
「
二
百
三
十
万
円
」
に
、
「
二
百
十
万
円
」
を
「
二
百
四
十
万
円
」

に
、
「
二
百
二
十
万
円
」
を
「
二
百
五
十
万
円
」
に
、
「
二
百
三
十
万
円
」
を
「
二
百
六
十
万
円
」
に
、
「
二
百
四
十
万

 

円
」
を
「
二
百
七
十
万
円
」
に
改
め
る
。 

（
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）



 
第
三
条　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
金
等
の
算
定
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
四
十
一
号
）
の
項
中
「
第

 

五
条
第
十
項
及
び
第
十
一
項
」
を
「
第
五
条
第
十
六
項
及
び
第
十
七
項
」
に
改
め
る
。

 

（
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

 

第
四
条　

地
方
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

第
五
十
六
条
の
八
十
九
第
三
項
第
一
号
中
「
六
歳
」
を
「
十
八
歳
」
に
改
め
る
。

 

（
前
期
高
齢
者
交
付
金
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
国
庫
負
担
金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条　

前
期
高
齢
者
交
付
金
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
国
庫
負
担
金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
百

 

二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

第
二
十
五
条
の
三
第
一
項
第
一
号
中
「
第
七
十
三
条
第
四
項
」
の
下
に
「
（
同
条
第
七
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

 

る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

 

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う



 

に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
第
一
号
中
「
改
正
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
」
を
削
り
、
「
「
新
国
民
健
康
保
険
法
」
を
「
「
国

保
法
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
新
国
民
健
康
保
険
法
」
を
「
国
保
法
」
に
改
め
、
「
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
及
び
国
民
健

康
保
険
の
国
庫
負
担
金
等
の
算
定
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
二
号
）
第
二
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
後
の
」
を
削
り
、
「
新
国
保
算
定
政
令
」
を
「
国
保
算
定
政
令
」
に
改
め
、
「
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
及
び
国

民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
金
等
の
算
定
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
」
を
削

り
、
「
新
国
保
令
」
を
「
国
保
令
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
改
正
法
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
」
及
び
「
。
以
下

「
新
地
方
税
法
」
と
い
う
。
」
を
削
り
、
「
新
国
保
算
定
政
令
」
を
「
国
保
算
定
政
令
」
に
、
「
（
新
地
方
税
法
」
を

「
（
同
法
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
新
国
民
健
康
保
険
法
第
七
十
二
条
の
三
の
二
第
一
項
」
を
「
国
保
法
第
七
十
二
条

の
三
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
新
国
民
健
康
保
険
法
」
を
「
国
保
法
」
に
、
「
新
国
保
算
定
政
令
」
を
「
国
保

算
定
政
令
」
に
、
「
新
国
保
令
」
を
「
国
保
令
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
新
地
方
税
法
の
」
を
「
地
方
税
法
の
」
に
、
「
新

国
保
算
定
政
令
」
を
「
国
保
算
定
政
令
」
に
、
「
（
新
地
方
税
法
」
を
「
（
同
法
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
新
国
民
健

康
保
険
法
第
七
十
二
条
の
三
の
三
第
一
項
」
を
「
国
保
法
第
七
十
二
条
の
三
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
新
国
民



健
康
保
険
法
」
を
「
国
保
法
」
に
、
「
新
国
保
算
定
政
令
」
を
「
国
保
算
定
政
令
」
に
、
「
新
国
保
令
」
を
「
国
保
令
」
に

改
め
、
同
号
ロ
中
「
新
地
方
税
法
の
」
を
「
地
方
税
法
の
」
に
、
「
新
国
保
算
定
政
令
」
を
「
国
保
算
定
政
令
」
に
、

「
（
新
地
方
税
法
」
を
「
（
同
法
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
新
国
民
健
康
保
険
法
第
七
十
二
条
の
四
第
一
項
」
を
「
国

保
法
第
七
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
新
国
民
健
康
保
険
法
」
を
「
国
保
法
」
に
、
「
新
国
保
算
定
政

令
」
を
「
国
保
算
定
政
令
」
に
、
「
新
国
保
令
」
を
「
国
保
令
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
新
地
方
税
法
の
」
を
「
地
方
税
法

の
」
に
、
「
新
国
保
算
定
政
令
」
を
「
国
保
算
定
政
令
」
に
、
「
（
新
地
方
税
法
」
を
「
（
同
法
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号

中
「
新
国
民
健
康
保
険
法
」
を
「
国
保
法
」
に
、
「
全
て
」
を
「
当
該
補
助
を
受
け
る
全
て
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
新
国

保
算
定
政
令
第
五
条
第
一
項
第
一
号
ロ
⑴
」
を
「
国
保
算
定
政
令
第
五
条
第
一
項
第
一
号
ロ
⑴
」
に
、
「
新
国
保
算
定
政
令

第
五
条
第
一
項
第
一
号
イ
」
を
「
同
号
イ
」
に
改
め
、
「
と
す
る
」
の
下
に
「
。
次
号
イ
に
お
い
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
納
付
金
納
付
費
用
額
」
と
い
う
」
を
加
え
、
「
同
号
ロ
⑶
」
を
「
同
条
第
一
項
第
一
号
ロ
⑶
」
に
改
め
、
「
。
ロ
」
の
下

に
「
及
び
次
号
」
を
加
え
、
同
号
ロ
中
「
新
国
保
算
定
政
令
」
を
「
国
保
算
定
政
令
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え

 

る
。六　

国
保
法
第
七
十
三
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
補
助　

次
に
掲
げ
る
額
を
当
該
補
助
を
受
け
る
全
て
の
国
民
健
康
保
険



 

組
合
に
つ
い
て
合
算
し
た
額
に
相
当
す
る
部
分

イ　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
納
付
費
用
額
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
特
定
納
付
費
用
額
を
控
除
し
て

得
た
額
に
国
保
算
定
政
令
第
五
条
第
十
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
組
合
被
保
険
者
一
人
当
た
り
所
得
額
（
同
条

第
一
項
第
一
号
ハ
に
規
定
す
る
組
合
被
保
険
者
一
人
当
た
り
所
得
額
を
い
う
。
）
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
及
び
ロ

 

に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

ロ　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
特
定
納
付
費
用
額
に
国
保
算
定
政
令
第
五
条
第
十
五
項
第
三
号
に
定
め
る
割
合
を

 

乗
じ
て
得
た
額

 

附　

則   
 
  

  
 
  

  
  

  
 
 

 

（
施
行
期
日
）

 

１　

こ
の
政
令
は
、
令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

（
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

２　

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
第
二
十
九
条
の
七
第
六
項
の
規
定
は
、
令
和
九
年
度
以
後
の

年
度
分
の
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
に
つ
い
て
適
用
し
、
令
和
八
年
度
以
前
の
年
度
分
の
当
該
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
な
お



従
前
の
例
に
よ
る
。


